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R7a-youkou 令和７年度

さいたま市民スポーツ大会ソフトボール競技

大 会 要 項
さいたま市ソフトボール協会

会 長 田中 勉

理事長 岡田 貢

１．主 催 さいたま市

２．共 催 (公財)さいたま市スポーツ協会

３．主 管 さいたま市ソフトボール協会

４．協 賛 内外ゴム株式会社・ナガセケンコー株式会社

５．期 日 令和 7 年 8 月 17 日(日)から令和 7 年 12 月 14 日(日)（予定）

（各種別の試合日程は、HP 掲載の組合せ表を参照する）

６．会 場 荒川総合運動公園・西遊馬運動公園・宝来運動公園

受付 8 時 45 分から 第１試合予定 9 時 30 分（第２試合以降は競技規則参照）

北部工業団地記念公園

受付 8 時 00 分から 第１試合予定 9 時 00 分（第２試合以降は競技規則参照）

（注 1）グラウンド状況や運営の都合で試合会場や開始時間が変更されることがある。

大会本部の指示に従うこと。

（注２）各会場の第１試合に対戦する両チームは、会場設営に協力すること。

また、各会場の最終試合の両チームは、会場の片付けに協力すること。

（注３）試合終了後の両チームは、グラウンド整備等を行うこと。

（注４）荒川総合運動公園の施設立ち入り時間は８時２０分以降である。時間までは、駐車場

等で待機すること。また、グラウンド利用時間は、９時００分からである。

グラウンド内に立ち入らずに周囲の芝生等で準備する。

（注５）荒川総合運動公園のグラウンド外では、バッティング練習は禁止とする。

また、バッティング練習や投球練習用のネットを設置して占有することは禁止されて

いるので厳守すること。

（注６）各会場とも、施設内は原則禁煙である。指定の喫煙場所がある場合はこれに従う。

７．種 別 本大会で開催する種別は以下の通りとし、各種別に参加する選手の資格年齢および学年

は、本年 4 月 1 日現在とし、大会期間中に資格年齢に達しても、参加は認められない。

一般男子の部 ．．．15 歳以上の男子（トップリーグ、一部、二部、三部）

壮年の部 ．．．40 歳以上の男子

実年の部 ．．．50 歳以上の男子

シニアの部 ．．．59 歳以上の男子

ハイシニアの部 ．．．68 歳以上の男子

レディースの部 ．．．15 歳以上の女子

小学生の部 ．．．小学生の男子・女子
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８．編 成 チームの編成は、次の通りとする。

(1) 監督 1 名、コーチ 2 名、スコアラー1 名、選手は登録 99 名以内とする。

但し、試合時の打順表に記載できる選手の人数は、25 名以内とする。

(2) ユニフォームナンバーは、監督（３０）、コーチ（３１・３２）、主将（１０）、

選手は、上記以外で１～９９の範囲とする。

(3) 監督・コーチ・スコアラーが選手として出場する場合は、選手の人数に含まれる。

選手を兼任する監督・コーチは、チーム登録名簿のユニフォームナンバーに〇印が

付されていなければならない。

付されていない場合は選手として試合に出場することは出来ない。

(4) スコアラーは、選手登録しない場合は、ユニフォームナンバーを付けないこと。

また、(公財)日本ソフトボール協会の公式記録員の有資格者であることが望ましい。

(5) 小学生は引率責任者 1 名のベンチ入りを認める。

９．参加資格 (1) 本大会の参加チームは、今年度当協会に登録されたさいたま市内のチームである

こと。ただし、当協会に未登録のチームも参加可能であるが、参加申込み時にチー

ム登録を行うものとし、大会参加料とともに登録料を支払うこと。

（登録料； 一般 5,000 円、小学生 1,500 円）

(2) 参加チームは、監督・コーチ・スコアラーおよび選手は、当協会の細則で定める

参加資格に規定された者で構成されていること。

(3) 今年度の春季大会において登録済みの監督・コーチ・選手は、今年度中に同一種

別内で他のチームに移籍して登録することは認められない。

(4) レディースの部においては、特例として、試合当日の選手人数が不足の場合は、

当日の追加登録を認める。当日の受付時に、書面をもって届け出ること。

ただし、一度追加登録として参加した選手は、年間を通じて、他のチームに参加

することはできない。

(5) 小学生男子においては、女子選手の参加を認める。ただし、試合中に同時に参加

できる女子選手は、３名以内とする。

１０．チーム登録 本大会に参加するチームは、参加申込み時に別紙「チーム登録名簿」を３部提出し、

承認を得なければならない。

(1) 今年度当協会に登録済みで、春季大会にて登録した構成員に変更がないチームは、

提出不要である。

(2) 今年度当協会に登録済みで、春季大会にて登録した構成員に追加や代表者・連絡

責任者・監督およびチーム所在地等に変更があるチームは、参加申込み時に別紙

「チーム登録名簿」を再提出し、承認を得なければならない。

(3) 今年度当協会に未登録のチームは、参加申込書とともに、別紙「チーム登録名簿」

に必要事項を記載して提出し、承認を得なければならない。

(4) チーム登録後の変更の期限は、監督会議までとする。監督会議以降の変更は、本大

会期間中認められないので注意すること。
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１１．大会参加料 本大会に参加するチームは、参加申込み時に次の大会参加料を支払うこと。

今年度当協会に未登録で、本大会に参加希望のチームは、９項に記す登録料を

大会参加料に合わせて支払うこと。

一般男子トップリーグ １８，０００円

一般男子一部・二部・三部 ８，０００円

壮年の部 ８，０００円

実年の部 ８，０００円

シニアの部 ８，０００円

ハイシニアの部 ８，０００円

レディースの部 ８，０００円

小学生の部 ４，０００円

★振込先 郵便局 口座番号 ００１１０－８－５００９６４

口座名義人 さいたま市ソフトボール協会

１２．参加申込み 本大会に参加を希望するチームは、大会参加申込書を当協会ホームページから

ダウンロードし、下記の各種別委員長宛てに郵送すること。

令和７年 7 月 10 日（木）【必着】

（注）登録種別の一般男子は、トップリーグ・一部・二部・三部は同一のカテゴリーである

ため、選手の多重登録は認められない。

それ以外の種別では、チーム・個人共に多重登録が認められる。

尚、今年度当協会に未登録で、本大会に新規参加するチームで、一般男子のカテゴリーに

参加希望するチームは、一般男子三部に登録するものとする。

１３．競技規則 2025 年（公財）日本ソフトボール協会のオフィシャルルールに準拠する他、本大会の

「競技規則」に基づくものとする。規則が相違する場合は当協会の競技規則を優先する。

１４．競技方法 大会は、トーナメント方式により実施する。

但し、一般男子トップリーグは年間を通じた総当たりのリーグ戦とする。

１５．試 合 球 (公財)日本ソフトボール協会検定のゴム３号球（小学生は検定 2 号球）とする。

１６．表 彰 当大会で優勝・準優勝および３位となったチームには、種別ごとに次の表彰を行う。

(1) 優勝・準優勝および３位には、表彰状と副賞を授与する。

(2) 優勝チームから、当大会の最優秀選手を１名選出し、賞状を授与する。

種 別 委員長名 郵便番号 住 所 連絡先

一般男子 小池 一美 〒331-0822 北区奈良町 154-2-405 090-6473-5544

壮 年 横塚 亙 〒330-0062 浦和区仲町 2-11-2-703 080-5097-9750

実 年 狩野 浩 〒337-0015 見沼区蓮沼 841-4 090-3248-3908

シ ニ ア
中澤 芳春 〒331-0823 北区日進町 3-207-8-B102 090-3330-5635

ハイシニア

レディース 久保井 定美 〒331-0047 西区指扇 2773-2-1-205 080-6614-5403

小 学 生 千葉 典夫 〒337-0043 見沼区中川 1010-25 090-8779-1428
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１７．監督会議 令和 7 年７月 26 日（土）に、さいたま市北区グリーンセンター会議室にて午後１時

から、監督会議を開催する。種別ごとの時間等は、「監督会議開催のお知らせ」を参

照のこと。

監督会議では、大会要項と競技規則およびその他重要事項の説明を行い、組合せ抽選

を行うので参加チームの監督は必ず出席すること。

（止むを得ず、主将の代理出席の場合は、種別委員長まで事前に連絡すること）

無断欠席の場合は懲罰委員会で審議し、参加を認めない場合がある。

１８．安全対策

(1) 熱中症予防対策

① 試合当日の暑熱環境に対する熱中症予防対策として、(公財)日本ソフトボール協会

発行の「ソフトボールに於ける熱中症予防対策ガイドライン」参考として、大会本

部にて協議し決定するので指示に従うこと。

② 試合当日に熱中症警戒アラームが発令される等、猛暑が予想される場合は、給水タ

イムとして試合中盤に 5 分間の休憩時間を取る。この場合は、試合時間に含めない。

また、打者一巡した場合は、1 分間以内の給水タイムを取るものとするが、この場

合は試合時間に含めるものとする。

本対策は、試合開始前に大会本部にて協議し、その適用を決定するので指示に従う

こと。

(2) 落雷の対策

当日の試合中に、雷光が見えたり、雷鳴が聞こえた場合は、直ちに試合を中断する。

試合の中断および再開は、大会本部にて協議のうえ決定するので指示に従うこと。

(3) 頭部外傷発生時の対応

試合中に、頭部（頸部を含む）に外傷を含む傷害が発生した場合は、試合を一時中断

し、外傷の程度を判断し、適切な処理を行う。

当該球場審判員は、試合を中断し監督・本部役員同席のもと傷害の程度により、当該

選手の試合継続の可否を判断する。重度の傷害が想定される場合は、救急搬送等の要

請を行う。尚、この事象が発生した場合は、再開するまで試合時間を停止する。

(4) AED の準備

心臓発作等により心肺停止が危惧される事態に対応するため、AED（自動体外式除細

動器）を大会本部に準備する。

１９．その他 ① 選手・チーム関係者の傷害・物損等について、主催者側は一切の責を負わない。

参加するチームは、スポーツ傷害保険等に加入して参加すること。

② 試合に棄権した場合であっても、登録料および大会参加料は返金しない。

③ 大会時の写真をホームページ等に掲載することを、ご承知おきください。

④ 公園施設内は、指定された喫煙場所以外は全て禁煙です。厳守願います。

⑤ 公園は公共施設です。ゴミは持ち帰りしてください。

⑥ 公園敷地内や施設内への立入りは、競技規則に示す時間を厳守してください。


